◎維摩経義疏（弟子品） 
15 須 (しゅ)菩 (ぼ)提 (だい)…　
16 己 (おの)れにす、「我 (われ)外 (げ)道 (どう)を避 (さ)け、仏 (ぶつ)に就 (つ)き従 (したが)いて学 (まな)ぶ。故 (ゆえ)に正 (しょう)学 (がく)と謂 (い)うべし」と。　
17 淨 (じょう)名 (みょう)、呵 (か)するは、第 (だい)一 (いち)義 (ぎ)中 (ちゅう)には則 (すなわ)ち、邪 (じゃ)正 (しょう)の異 (い)なし。
18 もし能 (よ)く、是 (かく)のく解 (げ)すれば、正 (しょう)学 (がく)と謂 (い)うべし。 　
19 汝 (なんじ)、邪 (じゃ)正 (しょう)を存 (そん)し、則 (すなわ)ち是 (ぜ)非 (ひ)を成 (な)す。あに正 (しょう)学 (がく)と言 (い)わんや。… 
 
20 その邪 (じゃ)を避 (さ)け、正 (しょう)に就 (つ)くというをす。中 (なか)に就 (つ)いて、また二 (ふた)つ有 (あ)り。 
21 第 (だい)一 (いち)に、己 (おの)れ正 (しょう)に就 (つ)くというをす。　
22 第 (だい)二 (に)に、「彼 (かの)外 (げ)道 (どう)」より以 (い)下 (か)、己 (おの)れ邪 (じゃ)をくというをす。 　
23「若 (もし)須 (しゅ)菩 (ぼ)提 (だい)、見 (けん)仏 (ぶつ)、不 (ふ)聞 (もん)法 (ほう)」というは、 　
24 第 (だい)一 (いち)義 (ぎ)中 (ちゅう)には、仏 (ぶつ)の見 (み)るべき無 (な)く、法 (ほう)の聞 (き)くべき無 (な)きをかす。
25 もし能 (よ)く是 (かく)の如 (ごと)くならば、真 (しん)にこれ正 (しょう)に就 (つ)く。 
26 汝 (なんじ)、仏 (ぶつ)と法 (ほう)との見 (けん)ととをす。あにこれ正 (しょう)に就 (つ)かんや。…

27 「彼 (かの)外 (げ)道 (どう)六 (ろく)師 (し)」以 (い)下 (か)は、第 (だい)二 (に)に、己 (おの)れ邪 (じゃ)をくというをす。… 
28 自 (じ)然 (ねん)外 (げ)道 (どう)…　無 (む)為 (い)外 (げ)道 (どう)… 　
29 第 (だい)一 (いち)義 (ぎ)中 (ちゅう)に、本 (もと)、如 (にょ)来 (らい)・外 (げ)道 (どう)の異 (い)無 (な)し。 
30もし能 (よ)く、是 (かく)のく解 (げ)すれば、真 (しん)にこれ仏 (ぶつ)弟 (で)子 (し)、仏 (ぶつ)に因 (よ)って出 (しゅっ)家 (け)すと謂 (い)うべし。 
31 汝 (なんじ)、仏 (ぶつ)は外 (げ)道 (どう)と異 (こと)なりと存 (そん)す。汝 (なんじ)、則 (すなわ)ち既 (すで)にこれ取 (しゅ)相 (そう)の邪 (じゃ)見 (けん)なり。

◎原文　維摩経義疏（弟子品）
15須菩提…　16己計、「我避外道、就従仏学　故可謂正学」。　17淨名呵者、第一義中、則 無邪正之異。　18 若能 如是解者、可謂正学。 　19 汝存　邪正、則成是非。豈言正学。… 　20 呵其　避邪就正。就中亦有二。 　21 第一、呵己就正。　22 第二、従「彼外道」以下、可己避邪。 　23 「若須菩提、不見仏　不聞法」者、 　24 明　第一義中、無仏可見、無法可聞。　25 若能如是、真是就正。 　26 汝存　仏法見聞。豈是就正。…　27 「彼外道六師」以下、第二、呵　己避邪。… 　28 自然外道…　無為外道… 　29 第一義中、本無如来外道之異。 　30 若能 如是解者、真可謂 是仏弟子。因仏出家。 31 汝存　仏異外道、汝則既是　取相邪見。
